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JCOG病理員会では、中央病院組織コアを通じて標本デジタル化による中央病理診断の支援及び付随研究等への利用や資料保全のための標本デジタル化を行います。標本デジタル化を希望するJCOG試験においては、以下の点に留意し、研究計画書を作成する段階で、「スライドデジタル化申込用紙」を記載し、JCOG病理員会に申し込みください。 

留意点
1． 研究計画書にデジタル化することを明記ください。
2． デジタル化スライドはJCOG病理委員会 病理スライド画像バイオバンクとして保存されるほか、グループ代表者及び研究代表者との協議のうえでデジタル化スライドの２次利用を行う場合がありますので、研究計画書にその内容を記載ください。


標本の送付・返却について
JCOG病理委員会としては、原則として研究事務局（もしくは病理中央診断パネル代表者）からの標本を一括して受け付（別紙２）、研究事務局（もしくは病理中央診断パネル代表者）へ返却します（別紙３）。各施設からの輸送、取りまとめは事務局でお願いします。



JCOG病理委員会へのスライドデジタル化申込用紙

申し込み      年   月    日
JCOG試験番号
グループ代表者
研究代表者：
研究事務局


JCOG病理委員会

JCOG＿＿＿＿における病理中央判定として収集した標本についてデジタル化を依頼します。標本は匿名化され、個人情報は含まれておらず、標本ラベルにはJCOG試験番号および症例IDが記載されているのみです。

	対象となる総症例数
	                例

	標本の種類（〇で囲む）
	HE標本
	免疫染色標本
	その他

	症例当たり枚数
	
	
	



デジタル化プラットフォームの選択：      浜松フォトニクス・ Aperio
至急対応症例の有無：   あり・なし （早期の返却のための特別措置）

注意
1. デジタル化プラットフォームとして浜松フォトニクスシステムでは大量処理が可能であり、推奨しています。また、選択のご希望に添えない可能性もあります。
2. プラットフォームにもよりますが、デジタル化にはおおむね２週間かかります。
3. スキャンニングされたデジタルスライドファイルはHDでの返却となります。
4. デジタル化スライドはJCOG病理委員会 スライドイメージバイオバンクとして保存されるほか、グループ代表者及び研究代表者との協議のうえでデジタル化スライドの２次利用を行う場合があります。


標本搬送に関する連絡票
（研究事務局 ⇒ JCOG病理委員会）
本書類は、標本の紛失を防ぐ目的で記載を義務付けるものである。担当者は、下記の連絡票とともに対象標本を以下の標本デジタル化担当者宛てに郵送する。

送付先（標本デジタル化担当者）
〒104-0045　東京都中央区築地5-1-1
国立がん研究センター中央病院　病理診断科　前島亜希子　
TEL：03-3542-5201(Ext.7305)


	ＪＣＯＧ試験番号
	 

	症例ID（研究ID）
	 （別紙シート添付）

	１症例当たり標本枚数
	(　　　　　 )枚

	標本染色状態
	□HE標本：             枚/症例

	
	□免疫染色標本：     枚/症例

	標本の返却
	□ 不要（JCOG病理委員会での保存）

	
	□  要  (返却期限：20  年　　月　　日まで)

	
	□　期限設定なし

	施設名・科名
	 

	担当医師名 
	　　　　　　　　　　　　　　　                       （自筆）

	備考
 





標本返却連絡票
（JCOG病理委員会 ⇒ 研究事務局）
本書類は、標本の紛失を防ぐ目的で記載を義務付けるものである。標本デジタル化担当者は、下記の連絡票とともに対象標本を研究事務局宛てに返却する。

送付元（標本デジタル化担当者）
〒104-0045　東京都中央区築地5-1-1
国立がん研究センター中央病院　病理診断科　前島亜希子　
TEL：03-3542-5201(Ext.7305)

送付先：JCOGXXXX 研究事務局



	ＪＣＯＧ試験番号
	 

	症例ID（研究ID）
	 （別紙シート添付）

	標本総枚数
	(　　　　　 )枚

	備考
 




